
土
木
学
会
は
2
0
1
4
年
11
月

に
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
ま
さ
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
の
1
0
0

年
の
世
界
を
見
通
し
、
土
木
界
あ
る

い
は
土
木
学
会
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
さ
ら
に
土
木
学
会
会
員
、
土
木
技

術
者
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、

責
務
を
負
う
べ
き
か
を
熟
慮
す
べ
き

時
で
す
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
着
実
な
復
興
を
実
現
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
、
広
域
的
な
防
災
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
そ
し
て
放
射
線
汚
染
廃

棄
物
対
策
な
ど
を
通
じ
て
、
地
震
・

津
波
被
害
と
、
原
子
力
発
電
所
事
故

の
影
響
を
受
け
た
地
域
の
支
援
を
続

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、

来
る
べ
き
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や

首
都
直
下
地
震
な
ど
に
対
し
て
、
地

域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
防

災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
相
次
ぐ
台
風
・
集
中

豪
雨
に
よ
る
水
害
・
土
砂
災
害
へ

の
防
災
・
減
災
対
策
も
、
土
木
技

術
者
の
役
割
で
す
。
気
候
変
動
、
海

面
上
昇
の
影
響
予
測
な
ど
を
通
じ
、

地
球
温
暖
化
の
抑
制
を
含
め
た
総

合
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む

こ
と
で
社
会
経
済
の
停
滞
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
土
木
技
術
者
に
は
、
国

土
管
理
経
営
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
る
国
土
形
成
計
画
を
、国
土
の
強

靭
化
を
通
じ
て
具
体
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
（
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
）
で
強
靭
（
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
）
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
民
に
安
心
・
安
全
な
く
ら
し
の

礎
を
提
供
す
る
と
い
う
重
要
な
役

割
が
土
木
技
術
者
に
は
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
役
割
を
果
た
す
た
め

に
は
、
土
木
技
術
者
は
土
木
の
本

質
・
原
点
を
意
識
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
、
自
然
尊
重
・
保
全
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技
術
者
の
信
条
及
び
実
践
要
綱
』
で
、

「
国
運
の
進
展
な
ら
び
に
人
類
の
福
祉

増
進
に
貢
献
」
、「
技
術
の
進
歩
向
上

に
努
め
」
さ
ら
に
、「
真
摯
な
態
度
を

持
ち
徳
義
と
名
誉
を
重
ん
じ
る
」
点

が
土
木
技
術
者
の
信
条
で
あ
る
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
土
木
技
術

者
の
あ
り
方
は
、
現
在
の
「
土
木
技
術

者
の
倫
理
規
定
」
に
引
き
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　
1
0
0
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て

土
木
学
会
で
は
、磯
部
雅
彦
次
期
会
長

を
中
心
に「
将
来
ビ
ジ
ョ
ン（
仮
称
）
」

を
現
在
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
次
の
1
0
0
年

に
む
け
て
、
持
続
可
能
な
世
界
を
目

指
し
て
、
日
本
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の
未

来
に
貢
献
す
る
土
木
の
姿
と
そ
こ
で

活
躍
す
る
土
木
技
術
者
の
あ
り
方
・

役
割
が
織
り
込
ま
れ
ま
す
。
1
0
0

周
年
を
機
に
、
土
木
技
術
者
の
役
割

と
責
務
に
つ
い
て
、
土
木
学
会
全
体

で
改
め
て
考
え
て
み
る
時
期
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。

の
精
神
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
防
災
・

減
災
が
図
ら
れ
、
低
炭
素
、
資
源
循

環
、
生
物
多
様
性
の
確
保
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で

す
。
次
に
、
公
共
事
業
で
あ
る
土
木
事

業
は
、
国
民
が
直
接
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ

と
で
す
。
創
意
工
夫
と
献
身
的
な
努

力
に
よ
り
国
民
評
価
さ
れ
る
事
業
を

な
し
、
さ
ら
に
十
分
な
説
明
責
任
を

も
つ
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
土

木
技
術
者
の
倫
理
規
定
と
法
や
社
会

の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、社
会
に
と
っ

て
公
正
・
正
義
と
は
何
か
、
公
共
の

福
祉
と
は
何
か
を
考
え
、
倫
理
観
を

研
き
実
践
し
、
積
極
的
に
社
会
貢
献

す
る
姿
勢
と
し
て
「
真
の
公
共
」
を
実

現
す
る
の
が
土
木
技
術
者
の
責
務
と

思
い
ま
す
。

　
献
身
的
な
精
神
を
持
ち
、
パ
ナ
マ

運
河
や
信
濃
川
大
河
津
分
水
工
事
に

取
り
組
ん
だ
青
山
士あ

き
ら（

第
23
代
会
長
）

は
、
1
9
3
8
年
に
発
表
し
た
『
土
木
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